ジム・パーソナルジム AI導入判断シート・職員向け 生成AI利用ルール・入力NG早見表（編集用）
AI導入の判断シートとベンダーへの質問リスト／職員向け 生成AI利用ルール・利用記録票／入力NG早見表・景表法の言い換え表／カメラ・撮影のお知らせ
ひな形（例）です。法的助言ではありません。 ［　］を自店の規則・契約・運用に合わせて書き換えてください。契約・個人情報・医療・広告表現の判断は、ジムの責任者と各分野の専門家に確認してください。
黄色で示した ［　］ の部分を、ジムの実際の内容に置き換えて使ってください。運営責任者が内容を確認し、承認の日付を入れてから職員に配ってください。
文中の「第○章」は、PDF版「ジム・パーソナルジム AI導入・活用 例文・ひな形集」の章番号です。
株式会社AI-LEAP ／ v1.0 ／ 2026年10月　（公的資料の確認日：2026年10月22日）


ひな形（例）です。法的助言ではありません。 ［　］を自店の規則・契約・運用に合わせて書き換えてください。契約・個人情報・医療・広告表現の判断は、ジムの責任者と各分野の専門家に確認してください。
ひな形1：AI導入 判断シート
	［店舗名］ AI導入 判断シート　作成［年月日］／承認［役職］
目的：［会員対応・安全管理・事務など、改善したいこと］
課題：［どの業務で、何が起き、誰が困っているか］
候補の種類：［①マシン／②姿勢分析／③カメラ／④生成AI］
測る数字：［下表から選択］　定義・集計期間：［　］
導入前の値：［　］　自店の目標値：［　］　集計担当：［　］
予算上限：初期［　］／月額［　］／契約期間の総額［　］（税の扱い［　］）
契約期間の上限：［　］　更新・解約期限：［　］
運用担当：［　］　不在時の代行：［　］　最終判断者：［　］
試す期間：［開始日］〜［終了日］　判定日：［　］
止める条件：［費用上限超過・情報管理上の問題・代替運用不能など］
停止時の手順：［会員への連絡・旧運用への復帰・データ返却／削除］
判断：［試行／保留／見送り］　理由・次回確認日：［　］



測る数字の定義例（業界平均・目標値ではありません）
	指標
	このシートでの定義

	体験申込数
	対象期間に受け付けた体験申込の件数。重複・取消の扱いを決める

	体験→入会率
	対象の体験参加者のうち、所定期間内の入会者数÷体験参加者数

	3か月継続率
	同じ入会月の会員のうち、入会3か月後に継続している人数÷対象入会者数

	退会率
	対象期間の退会者数÷期首会員数。休会の扱いを統一する

	客単価
	対象期間の会員売上÷同期間の対象会員数。売上と人数の範囲をそろえる

	LTV
	1会員が入会から退会までにもたらす累計売上。本資料では売上ベースとし、利益と区別する



率は百分率で記録し、分母が0の場合は算出しません。期間・対象・休会等の扱いを固定して比較します。会員ごとの元データは生成AIに入力しません。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。
ベンダーに聞く質問リスト
AIマシン・姿勢分析・AIカメラに共通する質問です。回答は口頭だけで済ませず、見積書・契約書・仕様書の該当箇所を残します。
	項目
	質問
	回答・根拠資料

	費用・契約
	機器、工事、設定、研修、保守、通信、更新の内訳は？契約期間、自動更新、途中解約・残額精算は？
	［　］

	保守・故障
	受付時間、復旧までの対応、交換条件は？故障・通信断時の代替運用は？
	［　］

	写真・映像・顔
	保存場所・国、保存期間、閲覧者、再委託先、二次利用、契約終了時の返却・削除は？
	［　］

	学習への利用
	入力・映像・出力を学習に使うか？停止設定、例外、設定を管理する人は？
	［　］

	会員への説明
	利用目的の説明、掲示、同意、撮影を断る場合、削除申出への支援は？
	［　］

	トレーナーの役割
	人が確認する出力は？誤検知・見逃しや体調変化への対応、研修内容は？
	［　］

	連携
	予約・会員・入退館管理と何を連携するか？権限、追加費用、連携停止時の対応は？
	［　］





ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。
試す期間の確認表
	確認
	記入欄

	試行の範囲・期間
	対象設備・業務［　］／開始［　］／終了［　］

	費用・終了条件
	試行費用［　］／有料契約への移行［有無・条件］／終了申出期限［　］

	比較方法
	導入前の期間［　］／指標［　］／計測方法［　］／担当［　］

	運用確認
	誤検知・故障時の訓練［　］／職員の確認負担［　］／会員への説明［　］

	終了時の判断
	継続・停止の条件［　］／データ削除確認［　］／判定者・日［　］





ひな形（例）です。法的助言ではありません。 ［　］を自店の規則・契約・運用に合わせて書き換えてください。契約・個人情報・医療・広告表現の判断は、ジムの責任者と各分野の専門家に確認してください。
ひな形2：職員向け生成AI利用ルール①
	［店舗名］ 生成AI利用ルール　改訂［年月日］／承認［役職］
1．目的
会員・職員の情報を守り、確認済みの内容で文章の下書きを作るために利用します。
2．対象
［店舗・部署］で働く［社員・アルバイト・業務委託等の対象者］に適用します。
3．使ってよいAI
［承認したサービス・プラン］と［指定アカウント］を使用します。管理担当は［　］です。個人契約や未承認の連携機能は業務で使いません。
利用前に、管理担当が学習利用・保存・共有・管理権限を確認し、確認日［　］と設定を記録します。
4．使ってよい業務
［体験後フォローの型／公開情報による配信案／求人原稿／社内メモの項目整理］など、承認した業務に限ります。自動送信・公開・登録は行いません。
5．入れない情報
氏名・連絡先・写真・身体や医療の情報、個別の契約・決済・入退館記録、苦情の原文、職員の個人情報を入力しません。詳細は第4章の早見表で確認します。
6．出力の確認者
作成者［　］が原資料と照合し、確認者［　］が承認します。確認者不在時は［代行者］へ回し、承認まで送信・公開を待ちます。個人情報は承認済み文面に、所定の業務環境で人が差し込みます。



本資料の入力制限は、店舗で採用する慎重な運用例です。情報の法的分類と、店舗で入力を認める範囲は分けて考えます。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。
生成AI利用ルール②と利用記録票
	7．人が行う判断
事故・急変時はAIの回答を待たず、店舗の緊急対応手順に従い人が救護・通報します。医療に関わる相談はAIに回答させず、［責任者］が対応し、医療機関への相談を案内します。職員が診断・治療の助言を代行しません。
運動の強度・量は人が個人差を踏まえて調整します。入会・契約・解約・返金は［担当］が契約書面と照合し判断します。効果表現・口コミの依頼と返信は［確認者］が根拠と掲載先の規則を確認します。
8．記録
利用ごとに下の票へ記録します。会員の氏名、相談の原文や身体の数値を票へ転記しません。保管先［　］、閲覧者［　］、保存期間［　］とします。
9．迷ったとき・誤って入力したとき
作業と共有を止め、［連絡先］へ速やかに報告します。責任者が入力範囲を確認し、削除依頼・関係者対応を判断します。履歴を消しただけで解決したと扱いません。
10．見直し
［頻度］と、規約・設定・業務変更時に［担当］が見直します。改訂版は［場所］に置き、旧版を差し替えて全職員に共有します。



利用記録票（1回につき1票・会員情報は記載しない）
	利用日［　］／作成担当の役割［　］／業務［　］／AI・プラン［　］
入力資料の種類・公開情報の版［　］／入力前チェック［済・保留］
出力の修正点［　］／事実・契約・表現の確認［　］
承認担当の役割・日［　］／送信・公開の担当の役割・日［　］
問題・相談の有無と対応管理番号［　］／見直し事項［　］





ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。
ひな形3：入力NG早見表
文章作成用の生成AIへ渡す情報のルール例です。撮影専用システムでの取扱いは、契約・目的・同意・管理体制を別に確認します。
	区分
	情報
	扱い方

	入れない
	会員の氏名・電話・メール・住所・アカウント名
	［会員名］［連絡先］の欄にする

	入れない
	顔写真、身体の写真、比較写真、動画
	添付しない。文章化して個人の特徴を渡すこともしない

	入れない
	既往歴・服薬・けが・妊娠・通院・診断
	医療に関わる相談は人へ。詳細を依頼文に含めない

	入れない
	会員を特定できる体重・体脂肪率・運動歴
	実測値を渡さず、必要なら［目標の要約］の欄だけ作る

	入れない
	個別の契約内容・金額・カード・決済情報
	［契約プラン］［精算額］のまま作り、人が照合・記入する

	入れない
	個別の入退館日時・利用履歴
	個別データは渡さず、お知らせの型だけ依頼する

	入れない
	苦情の原文・職員の個人情報や評価
	一般的な用件へ抽象化。特定につながる背景は除く





ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。
置き換える情報と使える公開情報
	区分
	情報
	扱い方

	置き換える
	来店日・目標・担当・固有の出来事
	［来店日］［目標の要約］［担当］。組合せからの識別も確認

	入れてよい
	公開済みの営業時間・料金表・設備説明・プログラム名
	公開版の内容と更新日を確認する

	入れてよい
	一般的な注意事項・公開済みのキャンペーン条件
	個別の申込状況や会員情報を混ぜない



「会員A」に置き換えただけでは安全と確定しません。 日時・属性・出来事を組み合わせると本人が分かる場合があります。体重等を一律に要配慮個人情報と断定せず、自店の入力制限として扱います。
根拠：個人情報保護委員会の生成AI注意喚起、個人情報保護法第2条等（2026年10月22日確認）。https://www.ppc.go.jp/news/press/2023/230602kouhou/ ／ https://laws.e-gov.go.jp/law/415AC0000000057


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。
入力前の5つのチェックと置き換え方
	確認
	入力前に見ること

	□ 1
	承認済みのAI・アカウントか。学習・保存・共有の設定を確認したか

	□ 2
	氏名・連絡先・写真・医療・身体・契約等の情報が混ざっていないか

	□ 3
	日時・属性・珍しい出来事などを組み合わせても個人が分からないか

	□ 4
	添付ファイル、画像、コメント、ファイル名にも情報が残っていないか

	□ 5
	この情報を渡す必要があるか。空欄の型だけで作れないか



置き換えの手順
	目的を絞る
	→ 不要な情報を除く
	→ 差し込み欄にする
	→ 組合せを確認
	→ 人が承認



	作業票（AIへ入力する前に、所定の業務環境で記入）
作りたい文面：［体験後フォロー等］
AIに渡す公開情報：［営業時間・設備説明など］
渡さずに後で埋める欄：［会員名・来店日・個別の案内など］
取り除いた情報の種類：［医療情報・個別契約など。内容は転記しない］
組合せからの識別の確認：［済／再修正］　確認担当：［　］



	AIへ渡す形の例
体験後に送る連絡文の型を作ってください。宛名は［会員名］、来店日は［来店日］、次の案内は［案内内容］のままにします。公開済みの問い合わせ先は［店舗の窓口］です。個別の身体情報や契約は扱いません。
元の情報を変えないでください。分からない所は推測せず［要確認］と書いてください。送信・公開・登録はしないでください。会員・スタッフの氏名など個人が分かる情報は使わず、［　］の差し込み欄のままにしてください。



出力を承認した後、AIの外で本人宛ての内容を差し込み、宛先も照合します。学習停止の設定は、外部送信・保存・人による確認がなくなることを意味しません。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。
表現の言い換えと口コミ・体験の説明
言い換えは編集例です。表現を弱めるだけで適法になるわけではありません。実際の条件と根拠を責任者が確認します。
	見直す表現・状態
	理由
	言い換え・対応例

	誰でも［数値］減
	効果を一律に示す
	体の変化には個人差があります。［支援内容］をご案内します

	短期間で理想の体へ
	期間・結果の根拠
	［期間］に［実施する内容］へ取り組むプランです

	いつでも使い放題
	予約・時間制限との不一致
	利用時間［　］／予約［　］／利用上限［　］

	追加料金なし
	対象外料金が不明瞭
	料金に含むもの［　］／別料金［　］

	対価付き投稿を自然な口コミとして掲載
	広告と分かりにくい
	広告・PRと明示し、［依頼・提供の内容］を説明する

	医療レベルの診断
	医療と誤認させる
	［測定項目］から姿勢の傾向を確認する目安です

	病気が治る・予防できる
	診断・治療等の標ぼう
	［運動支援の内容］をご案内します。症状の相談は医療機関へ

	比較写真だけで効果を強調
	撮影条件・結果の誤認
	［撮影条件・期間］を確認し、一般的な効果と受け取らせない

	今ここで決めないと損
	当日契約への圧力
	契約条件の書面をお渡しします。ご検討の時間を取ってください





ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。
口コミと無料体験の説明
口コミの依頼・返信のルール
本資料では口コミを依頼するとき、見返りなしで実体験に基づく投稿を求めます。良い評価だけの選別依頼、低評価の抑制、店内での投稿の要求・強要、職員への件数ノルマ、内容の指定は行いません。返信では個人の契約・身体の事情を明かしません。広告表示だけで掲載先の規則を満たすとは限りません。見返り付き口コミは依頼せず、掲載先の最新規則も確認します。
無料体験・当日契約の説明例
「無料の範囲［　］／有料になる条件［　］／自動更新［有無・条件］です。契約期間［　］、総額［　］、予約条件［　］、解約窓口・期限・精算方法［　］を書面でご案内します。本日決めずにお持ち帰りいただけます。」
根拠：消費者庁の優良誤認・不実証広告規制、2024年8月のジム運営会社への措置命令（社名省略）、国民生活センターの契約相談、口コミ掲載先のポリシー（2026年10月22日確認）。https://support.google.com/contributionpolicy/answer/7400114


ひな形（例）です。法的助言ではありません。 ［　］を自店の規則・契約・運用に合わせて書き換えてください。契約・個人情報・医療・広告表現の判断は、ジムの責任者と各分野の専門家に確認してください。
ひな形4：カメラ掲示と撮影同意書
防犯・顔識別と、任意のフォーム撮影は目的を分けます。掲示や同意書だけで法的要件が満たされるとは限りません。利用する機能と実際の運用を専門家と確認してください。
	掲示例：［店舗名］ カメラ・映像利用のお知らせ
撮影場所［　］／稼働時間［　］／利用目的［防犯・安全確認等を具体的に］
AI解析［有無・内容］／顔識別［有無］。顔識別を行う目的［防止したい事項］、取得する顔画像・顔特徴データ［　］。
保存先・管理者［　］／保存期間［　］／閲覧できる人［　］
外部提供・委託［相手・内容］／二次利用・学習利用［有無・範囲］
削除の申し出・撮影に関する相談窓口［　］／詳細説明［URL・掲示場所］
任意のフォーム撮影は別途説明・同意を得て行います。防犯撮影についての相談時の対応［　］をご案内します。



	任意のフォーム撮影：体の写真・動画の撮影同意書（店舗保管用）
説明日［　］／説明担当［　］／対象者署名［　］
撮影内容・部位［　］／日時・場所［　］／目的［フォーム確認等］
利用範囲［本人への説明・担当間の確認等］／閲覧者［　］
使用システム・外部送信先［　］／保存先［　］／保存期間・削除方法［　］
学習・二次利用［有無・具体的な範囲］／委託・提供［相手・内容］
撮影は断れます。断る場合の代替方法［　］をご案内します。広告・SNSへの掲載は、この同意に含めず別に確認します。
同意撤回・削除の申し出先［　］／受付後の対応・制約と説明［　］
説明を受けた上で、撮影［同意する／しない］、上記範囲の保存・利用［同意する／しない］。署名欄等はAIに入力しません。



参考：個人情報保護委員会「犯罪予防や安全確保のための顔識別機能付きカメラシステムの利用について」（2023年3月／2026年10月22日確認）。顔識別機能付き防犯カメラについての文書であり、すべての分析用途にそのまま適用するものではありません。https://www.ppc.go.jp/files/pdf/kaoshikibetsu_camera_system.pdf
ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約・個人情報・医療・広告表現は、ジムの責任者と専門家に確認してください。　株式会社AI-LEAP　v1.0　1
